
JP 2015-529050 A5 2016.8.25

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成28年8月25日(2016.8.25)

【公表番号】特表2015-529050(P2015-529050A)
【公表日】平成27年10月1日(2015.10.1)
【年通号数】公開・登録公報2015-061
【出願番号】特願2015-524416(P2015-524416)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  92/18     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ   8/00     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  48/10     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  74/08     (2009.01)
   Ｈ０４Ｍ   3/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   92/18     　　　　
   Ｈ０４Ｗ    8/00     １１０　
   Ｈ０４Ｗ   48/10     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   74/08     　　　　
   Ｈ０４Ｍ    3/42     　　　Ｑ
   Ｈ０４Ｍ    3/42     　　　Ｕ

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月6日(2016.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ワイヤレス通信ネットワークにおいて情報を
送信する方法であって、
　ピアを探索しているユーザ機器（ＵＥ）の第１のＵＥロケーション情報を受信すること
と、
　前記ピアのうちの少なくとも１つの、第２のＵＥロケーション情報を受信することと、
　前記第１および第２のＵＥロケーション情報にしたがって、前記ピアのうち前記ＵＥに
近接したピアをマッチングすることと、
　前記ピアの存在について前記ＵＥにアラートするためにデータ交換効率技法を使用して
送信することと、ここにおいて、前記送信は、広域ネットワーク（ＷＡＮ）固有のシグナ
リングを含み、前記データ交換効率技法の前記使用は、前記ロケーション情報の変化のレ
ートに基づく、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記送信のための前記データ交換効率技法は、ページングチャネルを使用すること、お
よび半持続的スケジューリングを使用することから成るグループから選択される、請求項
１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＷＡＮ固有のシグナリングは、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）プロトコ
ルの使用を含む、請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　前記データ交換効率技法は、ブロードキャストチャネルを使用することを含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＷＡＮ固有のシグナリングは、ＬＴＥ非トラフィックチャネルを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ワイヤレス通信ネットワークにおいてピア発
見情報を交換する方法であって、
　データ交換効率技法を使用して、ピアを探索しているＵＥによって、第１のユーザ機器
（ＵＥ）ロケーション情報を１番目に送信することと、ここにおいて、前記１番目に送信
することは、広域ネットワーク（ＷＡＮ）固有のシグナリングを含み、前記データ交換効
率技法の前記使用は、前記ロケーション情報の変化のレートに基づく、
　前記データ交換効率技法を使用して、前記ピアのうちの少なくとも１つの、要求された
マッチングを、２番目に送信することと、ここにおいて、前記２番目に送信することは、
前記広域ネットワーク（ＷＡＮ）固有のシグナリングを含む、
　前記ピアの存在について前記ＵＥにアラートするために、前記要求に応答して、マッチ
ングを受信すること
　を備える、方法。
【請求項７】
　前記データ交換効率技法は、ランダムアクセスチャネルを使用すること、および半持続
的スケジューリングを使用することから成るグループから選択される、請求項６に記載の
方法。
【請求項８】
　前記半持続的スケジューリングは、周期的なサウンディング参照信号（ＳＲＳ）を用い
た半持続的スケジューリングを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＷＡＮ固有のシグナリングは、ＵＤＰプロトコルの使用を含む、請求項６に記載の
方法。
【請求項１０】
　前記ＷＡＮ固有のシグナリングは、ＬＴＥ非トラフィックチャネルを含む、請求項６に
記載の方法。
【請求項１１】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ワイヤレス通信ネットワークにおいてピア発
見情報を送信するための基地局であって、
　ピアを探索しているユーザ機器（ＵＥ）の第１のＵＥロケーション情報を受信するため
の手段と、
　前記ピアのうちの少なくとも１つの、第２のＵＥロケーション情報を受信するための手
段と、
　前記ピアのうち前記第１および第２のＵＥロケーション情報に近接したピアをマッチン
グするための手段と、
　前記ピアの存在について前記ＵＥにアラートするためにデータ交換効率技法を使用して
送信するための手段と、ここにおいて、前記送信は、広域ネットワーク（ＷＡＮ）固有の
シグナリングを含み、前記データ交換効率技法の前記使用は、前記ロケーション情報の変
化のレートに基づく、
　を備える、基地局。
【請求項１２】
　前記送信のための前記データ交換効率技法は、ページングチャネルを使用すること、お
よび半持続的スケジューリングを使用することから成るグループから選択される、請求項
１１に記載の基地局。
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【請求項１３】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ワイヤレス通信ネットワークにおいてピア発
見情報を交換するためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　データ交換効率技法を使用して、ピアを探索している前記ＵＥによって、第１のＵＥロ
ケーション情報を１番目に送信するための手段と、ここにおいて、前記１番目に送信する
ことは、広域ネットワーク（ＷＡＮ）固有のシグナリングを含み、前記データ交換効率技
法の前記使用は、前記ロケーション情報の変化のレートに基づく、
　前記データ交換効率技法を使用して、前記ピアのうちの少なくとも１つの、要求された
マッチングを、２番目に送信するための手段と、ここにおいて、前記２番目に送信するこ
とは、前記ＷＡＮ固有のシグナリングを含む、
　前記ピアの存在について前記ＵＥにアラートするために、前記要求に応答して、マッチ
ングを受信するための手段と
　を備える、ＵＥ。
【請求項１４】
　前記１番目に送信することおよび前記２番目に送信することのための前記データ交換効
率技法は、ランダムアクセスチャネルを使用すること、および半持続的スケジューリング
を使用することから成るグループから選択される、請求項１３に記載のＵＥ。
【請求項１５】
　実行されたときに請求項１～請求項１０のいずれか一項に記載の方法を少なくとも１つ
のコンピュータに実行させる、実行可能な命令を備えるコンピュータプログラム。
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